「ばかにするな！」 勝 治 は 父に 飛び かかって 行った。 

これが 親不孝の はじめ。 

チベット 行 は、 うやむや になった が、 勝 治 は 以来、 

きょうあく 

恐るべき 家庭 破壊者と して、 そろそろ、 その 兇悪な 風 

格 を 表し はじめた。 医者の 学校へ 受験した のか、 しな 

いの か、 (勝 治 は 受験した と 言って いる) また、 次の 受 

験に そなえて 勉強して いるの か、 どうか、 (勝 治 は、 勉 

強して いる さ、 と 言って いる) まるで 当てに ならない- 

勝 治の 言葉 を 信じ かねて、 食事の 時、 母が うっかり、 

「本当？」 と 口 を 滑らせた ばかりに、 ざぶ りと 味噌汁 を 

頭から 浴びせられた。 



た。 節 子 は、 でも、 と 言い かけて 口 を噤ん だ。 廊下に 

立って いる 勝 治 を 見た の だ。 兄 は、 ちらと 節 子に 目く 

ばせ をした。 いやな 感じだった。 節 子 は 再び 簞笥を 捜 

して、 

「あら、 あった わ。」 と 言った。 

二人き りに なった 時、 節 子 は 兄に 小声で 尋ねた。 

「売つ ちゃった の？」 

「わしゃ 知らん。」 タララ、 タ、 タ タタ、 廊下で タップ - 

ダンスの 稽古 をして、 「返さない 男 じ やねえ よ。 我慢 

しろよ。 ちょっとの 間 じ やねえ か。」 

「き つと ね？」 



母 も、 うなだれ ていた。 

節 子に は、 兄の 生活 内容が、 ほぼ、 わかって 来た。 

兄に は、 わるい 仲間が いた。 たくさんの 仲間のう ち、 

特に 親しくし ている のが 三人あった。 

風 間 七郎。 この 人 は、 大物であった。 勝 治 は、 その 

受験 勉強の 期間 中、 仮に T 大学の 予科に 籍を 置いて い 

た が 、 風 間七郎 は、 その T 大学 の 予科の S がわば 主 であつ 

た。 年齢 も かれこれ 三十 歳に 近い。 背広 を 着て いる こ 

との 方が 多かった。 額の 狭い、 眼の くぼんだ、 口の 大 

きい、 いかにも 精力 的な 顔 をして いた。 風 間と いう 勅 

選 議員の だそう だが、 あてに ならない。 ほとんど 職 



業 的な 悪漢で ある。 言う 事が、 うまい。 

「チ ルチル (鶴 見 勝 治の 愛称で ある) もう そろそろ 足 

を 洗ったら どう だ。 鶴 見 画伯のお 坊ちゃんが、 こんな 

工合い じ や、 いたましくて 仕様が無い。 おれたちに 遠 

慮 は 要らない ぜ。」 思案 深げ に、 しんみり 言う。 

チ ルチル なる もの、 感奮 一番 せざるを得ない。 水臭 

おやじ 

いな、 親爺 は 親爺、 おれ はおれ さ、 ザ マち やん (風 間 

七郎の 愛称で ある) お前 ひとり を 死なせない ぜ、 なぞ 

という 馬鹿な 事 を 言って、 更に 更に 風 間と その 一党に 

対して 忠誠 を 誓 うので ある。 

風 間 は 真面目な 顔 をして 勝 治の 家庭にまで 乗り込ん 



出来なかった。 そのような 交友関係 は 人生に まま ある。 

けれども 杉 浦と 勝 治の 交友 ほど 滑稽で、 無意味な もの 

も 珍しい ので ある。 杉 浦 透 馬 は、 苦学生で ある。 T 大 

学の 夜間部に かよって いた。 マルキシスト である。 実 

際 かどう か、 それ は、 わからぬ が、 とにかく、 当人 は、 

だいぶ 凄い 事 を 言って いた。 その 杉 浦 透 馬に、 勝 治 は 

見込まれて しまったと いう わけで ある。 

生来、 理論の 不得意な 勝 治 は、 ただ、 閉口す るば か 

リ である。 けれども 勝 治 は、 杉 浦 透 馬 を 拒否す る 事 は、 

どうしても 出来なかった。 謂わば 蛇に 見込まれた 蛙 

の 形で、 這いつ くばった きりで 身動き も 何も 出来ない 



ので ある。 あまりい い 図ではなかった。 この 事に 就い 

て は、 三つの 原因が 考えられる。 生活に 於いて 何 不足 

なく、 ゆたかに 育った 青年 は、 極貧の 家に 生れて 何も 

かも 自力で 処理して 立って いる 青年 を、 ほとんど 本能 

的に 畏怖して いるもの である。 次に 考えられ るの は、 

杉 浦 透 馬が 酒 も 煙草 も いっさい 口にしな いという 点で 

ある。 勝 治 は、 酒、 煙草 は 勿論の 事、 すでに 童貞 を さ 

ほ-つじ ゆ-つ 

え 失って いた。 放縦な 生活 をして いる 者 は、 かなら 

ず ストイックな 生活に あこがれ ている。 そうして、 ス 

トイ ックな 生活 をして いる 人 を、 けむった く 思いな が 

らも、 拒否で きず、 おっかな びっくり、 やたらに 自分 



つ いしょ-つ 

「そうでし ようか。」 お 追従 笑いな ど をして、 有 原の 

美しい 顔 を、 ほれぼれと 見上げる。 

勝 治に 圧倒的な 命令 を 下して、 仙 之 助 氏の 画 を 盗み 

まんもく 

出させた の も、 こいつ だ。 本牧に 連れていって 勝 治に 

置いて きぼ リを 食らわせ たの も、 こいつ だ。 勝 治が 

ぐっすり 眠って いる 間に、 有 原 はさつ さと ひとりで 

かんじょう 

帰って しまったの である。 勝 治 は翌る 日、 勘定の 支 

払いに 非常な 苦心 をした。 おまけに その 一夜の ために、 

始末の わるい 病気にまで かかった。 忘れよう としても、 

忘れる 事が 出来ない。 けれども 勝 治 は、 有 原から 離れ 

る 事が 出来ない。 有 原に は、 へんな プライドみ たいな 



かりであった。 このままで この 家庭が、 平静に 帰す る 

わけはなかった。 何 か 事件が、 起らざる を 得 なくなつ 

ていた。 

真夏に、 東京 郊外の、 4; の 頭 公園で、 それが 起った。 

その 日の こと は、 少しく わしく 書きし るさなければ な 

らぬ。 朝早く、 節 子に 電話が かかって 来た。 節 子 は、 

ちらと 不吉な もの を 感じた。 

「節 子さん でございます か。」 女の 声で ある。 

「はい。」 少し、 ほっとした。 

「ちょっと お待ち 下さい。」 

「は あ。」 また、 不安に なった。 



七 度の 七十 倍、 というと、 —— 」 

「四百 九十 回です。」 だしぬけに 有 原が、 言い継いだ。 

「まず、 五 百 回です。 おわび をし なければ、 いけません- 

僕たち も 悪かった のです。 鶴 見 君 を、 いいお もちやに 

していました。 お 互い 尊敬し 合って いない 交友 は、 罪 

悪 だ。 僕 はお 約束で きる と 思 うんだ。 鶴 見 君 を、 いい 

兄さんに して、 あなたへ お返し 致します。」 

信じて いい、 生真面目な 口調であった。 

パ チヤと ォ ー ルの 音が して、 舟 は 小島の 陰から あら 

われた。 舟に は 父が ひとり、 する する 水面 を 滑って、 

コ トンと 岸に 突き 当った。 



検挙 せられた。 杉 浦 透 馬 も、 T 大学の 正門 前で 逮捕せ 

られ た。 仙 之 助 氏の 陳述 も 乱れ はじめた。 事件 は、 意 

外に も 複雑に おそろしく なって 来たので ある。 けれど 

てんまつ 

も、 この 不愉快な 事件の 顛末 を 語る のが、 作者の 本意 

ではなかった ので ある。 作者 はた だ、 次の ような ー少 

女 の 不思議な 言葉 を、 読者に お伝えしたかった ので あ 

る。 

節 子 は、 誰よりも 先き に、 まず 釈放 せられた。 検事 

は、 おわかれに 際して、 しんみりした 口調で 言った。 

「それで はお 大事に。 悪い 兄さんでも、 あんな 死に か 

た をした となると、 やっぱり 肉親の 情 だ、 君 も 悲しい 
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